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2016年11月13日にニュージーランドで発生したMw7.8 Kaikōura地震は約20枚の複数断層による連動破壊に

より生じた。本研究（Matsuno et al., 2022) では、Kaikōura地震の発生に対する応力の影響を理解することを

目的とする。そのためには震源域の応力場を精度良く推定することが必要である。そこで、2013年4月から

2018年12月，すなわちKaikōura地震前後における地殻応力場を推定した．臨時地震観測網により得られた

P波初動による震源メカニズム解とGeoNetのモーメントテンソル解の両方を用いた。その際、本震の断層面以

外で発生した地震をを選択した。そして、選択した震源メカニズムの解に対して、応力テンソルイン

バージョンを行った。Kaikōura地震前の応力状態は震源域全体で概ね横ずれ型であり、応力テンソルの最大圧

縮軸方向(σ1)はWNW-ESEの方向であった。地震後、応力場の向きは大きく変化していなかった。このこと

は、Kaikōura地震の際の応力変化が応力方位を変えるには小さすぎたことを示唆しており、Kaikōura地震地震

の前に大きな差応力が存在していた可能性を示唆している。しかし、地震後、それぞれの領域の応力比は増加

あるいは減少の2つの異なるパターンで変化しており、差応力の大きさの領域による違い、あるいは間隙水圧

が領域によって異なる変化をした可能性を示唆している。応力テンソルインバージョンの結果を用いて、Slip

tendency (ST) の計算を行った。破壊開始点の断層では、高いSTが求められた。震源域中央に位置する断層

（Jordan thrustに相当する断層）は低いSTであったが、大きなすべりを起こした周辺の断層では高いST値が推

定されており、破壊過程が周辺の断層に伝播していることと調和的である。震源域北端の断層はSTが最も低

く、そのために破壊過程が停止したことを示唆される。また、各断層のすべり方向は推定した応力場により概

ね再現することができた。以上の結果からは、地震前の応力がKaikōura地震の連動破壊過程を説明できること

を示唆している。 
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